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安全にご使用いただくために 
 
    安全にご使用いただくため、試験装置をご使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 
    また、仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 
    試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 
    詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 
 
    人体保護における注意事項 
 
      感電について          人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接 
                          続する場合は、十分気をつけて接続して下さい。 
                            測定中、高圧出力部には高電圧（最高ＤＣ８０ｋＶ）を発生して 
                          いますので、十分注意して下さい。 
              又、活線状態（受電状態）での使用は絶対に行わないで下さい。 
                            必ず接地を確認して試験を行って下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      電気的な過負荷        感電または、発火の恐れがありますので、測定入力には指定され 
                          た範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 
 
      パネルの取り外し      試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますので、 
                          パネルを取り外さないで下さい。 
 
      適切なヒューズ        発火等の恐れがありますので、指定された定格以外のヒューズは 
      の使用              使用しないで下さい。 
 
      機器が濡れた状態      感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで 
      での使用            下さい。 
 
      ガス中での使用        発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用し 
                          ないで下さい。 
 
 
    機器保護における注意事項 
 
      電  源                指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 
 
      故障と思われる場合    故障と思われる場合は、必ず（株）双興電機製作所または、 
                          販売店までご連絡下さい。 
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警告 
この製品は，高圧電力設備の試験，点検をするための機器で，一般ユーザーを対象と 
した試験装置ではありません。電力設備の点検，保守業務に携わる知識を十分にもっ 
た方が操作を行う事を前提に設計されています。 
その為，作業性，操作性を優先されている部分がありますので，感電事故等が無いよ 
うに，十分に安全性に配慮して下さい。 

免責事項 
◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置です。試験装置の取扱いに関係する 

専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤操作による感電事故，被試験物の破損 
などについては弊社では一切責任を負いかねます。 
本装置に関連する作業，操作を行う方は， 

労働安全衛生法 第六章 労働者の就業に当たっての措置 
安全衛生教育 第五十九条，第六十条，第六十条の二 

 に定められた安全衛生教育を実施して下さい。 
◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置で，高圧電力設備全体の電気特性を 

改善したり劣化を抑える装置ではありません。被試験物に万一発生した各種の事故 
（電気的破壊，物理的破壊，人身，火災，災害，環境破壊）などによる損害について 
は弊社では一切責任を負いかねます。 

◎本製品の操作によって発生した事故での怪我，損害について弊社は一切責任を負いま 
せん。また，操作による設備，建物等の損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品の使用，使用不能によって生ずる業務上の損害に関して，弊社は一切責任を負 
いません。 

◎本製品の点検，整備の不備による動作不具合及び，取扱説明書以外の使い方によって 

 生じた損害に関して，弊社は一切責任を負いません。 
◎本製品に接続する測定器等による誤動作及び，測定器の破損に関して，弊社は一切責 

任を負いません。 
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 １．  仕様 
  （１）使用電源    ：３電源方式（内蔵電池、直流外部電源、交流外部電源） 

（２）内蔵電池  ：鉛蓄電池（ＤＣ１２Ｖ、７．２Ａｈ ２本） 
     出力時間 ８０ｋＶ発生（無負荷）で連続約２．５時間 
      （電圧低下約２０Ｖ以下で警報ブザー動作） 
（３）直流外部電源 ：ＤＣ２４Ｖ（21.5Ｖ～26.5Ｖ） 電源容量１０Ａ以上 

                              ＊電源の出力端子が接地されていないこと 
  （４）交流外部電源 ：ＡＣ１００Ｖ±１０％  ５０／６０Ｈｚ 
 （５）消費電力  ：最大５００Ｗ 
  （６）出力電圧  ：ＤＣ０～-８０ｋＶ（負極性） 
  （７）出力電流  ：２．５ｍＡ（短絡時）、４００μＡ（-８０ｋＶ発生時） 
              定格容量以上流れると過電流保護回路が動作し，出力が停止します． 
  （８）リップル  ：出力電圧値の±１％以内（-５～-８０ｋＶ） 
  （９）負荷変動率  ：Ｆ．Ｓ．-８０ｋＶに対して±１％以内 

     （無負荷より定格負荷を接続） 
（１０）電圧計  ：８０ｋＶ １．０級 ミラー付き 
（１１）電流計  ：１０／１００μＡ／１／１０ｍＡ １．０級 ミラー付き 
              （電池確認のメータもかねる） 
（１２）電圧記録計出力 ：１ｋＶでＤＣ１０ｍＶ 

（１３）出力精度  ：±５％以内 

                              ＊記録計の入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは１ＭΩ以上であること 

（１４）電流記録計出力 ：１μＡでＤＣ１０ｍＶ 

（１５）出力精度  ：±２％以内 

                              ＊記録計の入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは１ＭΩ以上であること 

（１６）充電   ：交流外部電源（ＡＣ１００Ｖ±１０％  ５０／６０Ｈｚ 

（１７）充電時間  ：約１０時間 

（１８）使用環境  

   温度範囲  ：０～４０℃ 

湿度範囲  ：０～８０％（ただし、結露しない事） 

（１９）外形寸法  ：４３５（Ｗ）×２４７（Ｄ）×５８８（Ｈ） 

（２０）重量   ：約３２．５ｋｇ 

（２１）付属品 

   ＊リード線 

 ・交流電源コード（０．７５ｓｑ×２芯 ３ｍ）…………………………１本 

 ・電源補助コード（０．７５ｓｑ×２芯 ２０ｃｍ）……………………１本 

  ・直流電源コード（１．２５ｓｑ×２芯 ５ｍ）…………………………１本 

  ・高圧出力コード（７Ｃ２Ｖ ５ｍ）………………………………………１本 

 ・アース コード（２ｓｑ ５ｍ）…………………………………………１本 

 ・ガード コード（２ｓｑ ５ｍ）…………………………………………１本 

 ・三相短絡コード（１．２５ｓｑ ５０ｃｍ）……………………………２本 

・ 記録計  コード（０．５ｓｑシールド １．５ｍ）……………………２本 

 ・放電抵抗棒     ……………………………………………………………１本 

＊ヒューズ 

 ・１０Ａ ………………………………………………………………………４本 

 ・ ５Ａ ………………………………………………………………………２本 

＊取扱説明書 ……………………………………………………………………１部  
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２．  各部名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．高圧出力コネクタ 

       高電圧（試験電圧）を出力するコネクタで、０～-８０ｋＶ出力します。 

 ２．電源ランプ 

       本装置が動作状態の場合、点灯します。 

 ３．高圧出力ランプ 

       高圧出力スイッチ“ＯＮ”の状態（高電圧出力状態）で点灯します。 

  過電流動作で，出力が停止でランプも消灯します． 

 ４．電圧計 

       高圧出力コネクタより、発生している出力電圧値を指示します。 

 ５．電流計 

       アース端子に流れる電流を指示します。又、電池確認スイッチを押すと、内蔵電池の残量 

     が確認出来ます。 

 ６．ガード端子 

       アース端子には流さない電流を吸収する端子で、ケーブル診断では、被試験物のシース 

     上を流れるリーク電流を吸収します。（極湿状態及び、汚損状態の激しい場合に使用します。） 

       ガード接地方式で試験を行う場合は、本端子を接地します。 

 7．アース端子 

       この端子に流れ込む電流によって電流計が指示します。 

       ガード接地方式で試験を行う場合は、本端子にシールドを接続します。 

   計を指示させます。 

 ８．電流計切替スイッチ 

    電流計のレンジを切り替えます。“SHORT”レンジの場合、電流計は指示をせず又、電流 

     記録計出力も出力しません。 
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 ９．出力電圧調整ツマミ（粗調整） 

       被試験物に印加する電圧を、粗調整で調整します。 

10．出力電圧調整ツマミ（微調整） 

       被試験物に印加する電圧を、微調整で調整します。 

11．高圧出力スイッチ 

       高電圧（試験電圧）の出力スイッチで、“ＯＮ”で高圧出力コネクタより、電圧を出力し 

     ます。 

  過電流動作で出力が停止します．再び出力を行う場合は，出力スイッチを“OFF”にし， 

  再度“ON”にすると出力します． 

＊再度出力を行う場合は，各出力電圧調整ツマミを“０”にして，負荷に異常が無い事を確認し 

てから出力するようにして下さい． 

12．電源スイッチ 

    本装置のメインスイッチです。 

13．電圧測定コネクタ 

       被試験物に印加する電圧に応じた、記録計用電圧を出力します。 

       （１ｋＶ→１０ｍＶ） 

14．電流測定コネクタ 

       被試験物に流れる充電電流、漏洩電流を電圧に換算した、記録計用電圧を出力します。 

       （１μＡ→１０ｍＶ） 

    電流計切替スイッチが“SHORT”レンジの場合、出力しません。 

15．電源(充電)コネクタ 

       交流外部電源の入力用のコネクタで、ＡＣ１００Ｖの電源を供給します。 

       又、電源スイッチが“ＯＦＦ”の場合、ＡＣ１００Ｖの電源を供給することで、内蔵電池 

   を充電します。 

16．充電ランプ 

       内蔵電池の充電表示ランプです。充電中は点灯し、充電が完了すると消灯します。 

17．直流外部電源端子 

       直流外部電源の入力用の端子で、ＤＣ２４Ｖの電源を供給します。 

18．内蔵電源ヒューズ（１０Ａ） 

       内蔵電源回路の保護ヒューズです。 

19．交流外部電源ヒューズ（５Ａ） 

       交流外部電源回路の保護ヒューズです。 

20．直流外部電源ヒューズ（１０Ａ） 

       直流外部電源回路の保護ヒューズです。 

21．電池確認スイッチ 

       内蔵電池の残量を確認します。（電流計に指示します。） 
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３．  電池の充電 
３－１  充電の時期 

      内蔵電池を使用中に、電池電圧低下の警報音（ピロピロ）が鳴った場合、又は、電池確認ス 

  イッチを押し、電流計の指示が緑帯に入っていないときは、電池電圧が低下しているため、充 
  電する必要があります。  

   （警報音は、電池電圧が約２０Ｖ以下になると鳴ります。） 

       

＊＊注意＊＊ 

１．電池容量が４０％以下の状態で放置しておくと、充電を行っても容量ヌケガ発生し、充

    電ができなくなる場合があります。 

２．自然放電するため、長期で使用しない場合でも、定期的に充電を行って下さい。 

    （３ヶ月に一度程度） 

 

  ３－２  充電方法 

      電源スイッチを“ＯＦＦ”にして、付属の交流電源コードを電源(充電)コネクタに接続し、 

  ＡＣ１００Ｖを供給して下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

充電は必ずＡＣ１００Ｖの電圧を供給して下さい。それ以上の電圧の場合、本装置の故障の

原因となります。 

 

３－３  充電時間 

      電池電圧低下の警報音が鳴った状態から充電を行うと、約１０時間で満充電となり充電が完 

    了します。 

 

３－４  充電ランプ 

     点灯………充電中    点滅………補充電      消灯………充電完了 

 

 

４．  電池の交換 
      電池の寿命は使用状況にもよりますが、３～５年（２０℃での使用の場合）程度です。 

      充電をしてもすぐに電池電圧低下の警報音が鳴るような場合、又は、電源ランプが点灯し 

    ない場合は、電池の寿命と考えられるため交換が必要です。 

      交換については、（株）双興電機製作所、又は、販売店にお送り下さい。 
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５．  外部電源の使用方法 
  ５－１  交流外部電源の使用 

      付属の交流電源コードを電源(充電)コネクタに接続し、ＡＣ１００Ｖを供給して下さい。 

   交流外部電源の使用は、直流外部電源に比べ誘導電圧等の影響を受けやすく、ケーブル診断 

  で数μＡの微少電流を測定する時などに、変動の要因となります。 

   ケーブル診断では交流外部電源は使用せず、内蔵電池及び、直流外部電源を使用して下さい。 

   やもえずケーブル診断で使用する時は、あらかじめ診断データに電流変動がある事を考慮 

  して行なって下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

交流外部電源は必ずＡＣ１００Ｖの電圧を供給して下さい。それ以上の電圧の場合、本装置

の故障の原因となります。 

 

  ５－２  直流外部電源の使用 

      付属の直流電源コードを直流外部電源端子に接続し、ＤＣ２４Ｖ（21.5Ｖ～26.5Ｖ）を供 

    給して下さい。尚、クリップの接続は赤色がプラス（＋）、黒色がマイナス（－）です。 

 

＊＊注意＊＊ 

直流外部電源は必ずＤＣ21.5～26.5Ｖの電圧を供給して下さい。それ以上の電圧の場合、

本装置の故障の原因となります。 

 

 ＊交流外部電源、直流外部電源を同時に供給した場合、１．交流外部電源、２．直流外部電源、 

  ３．内蔵電池の順で使用が優先されます。 
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６．  測定準備 
  ６－１  メータの零位調整 

      電源スイッチが“ＯＦＦ”の状態で、電圧計及び電流計の零調整部をマイナスドライバー等 

    で回し、指針を０目盛りの中央に正しく合わせます。 

 

  ６－２  測定コードの接続 

      高圧出力コードを高圧出力コネクタに確実に接続し、アースコードをアース端子に、ガー 

    ドコードをガード端子に接続して下さい。 

      （ガードをとる必要のないときは、ガードコードの接続は行いません。） 

 

  ６－３  電池電圧の確認 

      動作状態で電池確認スイッチを押し、電流計に指示する電池の残量を確認して下さい。 

      電流計の指示が緑帯に入っているときは、そのまま使用できまが、入っていないときは、 

  電池残量が少ないため充電して下さい。「３．電池の充電」参照 

 

  ６－４  記録計の接続 

      付属の記録計コードを電流測定コネクタ又、電圧測定コネクタに接続することで、アース 

    －高圧出力間の電流、電圧を記録計に出力することができます。 

      出力コードは、記録計コードの赤がプラス（＋）、黒がマイナス（－）となります。 

      出力感度    電流出力  １μＡ→１０ｍＶ 

                  電圧出力  １ｋＶ→１０ｍＶ 

 

＊＊注意＊＊ 

記録計コードは、高電圧出力に対して耐圧の保証はできません。測定時に、記録計コードを

高電圧印加部に近づけると、故障の原因となりますので、絶対に近づけないで下さい。 

 

  ６－５  スイッチ等の定位置 

      測定を行う前に、本装置のスイッチ等が下記の位置にして下さい。 

      この位置が測定前の定位置となります。 

 

                        電源スイッチ……………………ＯＦＦ 

                        高圧出力スイッチ………………ＯＦＦ 

                        出力電圧調整ツマミ……………０ 

                        電流計切替スイッチ……………ＳＨＯＲＴ 
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  ６－６  接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：ケーブルの絶縁耐力試験接続方法 
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７．  測定方法 

  １）本装置のスイッチ等が定位置にあるかを確認して下さい。 

      「６－５  スイッチ等の定位置」参照 

  ２）リード線等を接続して下さい。（図１参照） 

  ３）外部電源を使用する場合は所定の電源を供給して下さい。 

      「５．外部電源の使用方法」参照 

  ４）電流計切替スイッチを“１０ｍＡ”レンジに切り替えて下さい。 

  ５）電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯） 

  ６）高圧出力スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（高圧出力ランプ点灯） 

  ７）電圧計を確認しながら出力電圧調整ツマミを回し、試験電圧に調整して下さい。 

 

電圧測定コネクタを記録計に接続することにより、電圧の変化が記録計等で測定出来

るようになり、より正確に測定が出来ます。 

 

＊＊危険＊＊ 

高圧出力コードの電極部には高電圧が発生しています。感電には充分注意して下さい。

 

 ８）電流計を確認しながら、電流計切替スイッチを適切なレンジに切り替えて下さい。 

 

電流測定コネクタを記録計に接続することにより、電流の変化が記録計等で測定出来

るようになり、より正確に測定が出来ます。 

 

＊＊注意＊＊ 

本装置のケース本体は、ガード端子と接続されています。そのため、ケースがアース

端子の接続部分に接触している場合は、電流計が振れない又は、少なく振れることが

あるので注意して下さい。 

 

  ９）規定の印加時間（１０分間）が経過すれば、電流計切替スイッチを“ＳＨＯＲＴ”レンジに 

  切り替え、出力電圧調整ツマミを“０”に戻して下さい。 

１０）高圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。（高圧出力ランプ消灯） 

１１）電圧計を確認しながら、被試験物の充電電荷を放電します。自然放電で１０ｋＶ程度まで 

  下がるのを待ち、その後、付属の放電抵抗棒を使用して放電させて下さい。 

 

＊＊危険＊＊ 

測定終了後、すぐに被試験物又は、高圧出力コードに触ると、被試験物に残っている

電荷で感電する恐れがあるので、絶対に触らないように注意して下さい。 

放電は必ず電流計切替スイッチを “ＳＨＯＲＴ”レンジに切り替えて行って下さい。

 

１２）電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。（電源ランプ消灯） 

１３）被試験物の電荷が放電し終ったのを充分確認した後、リード線等の接続を外して下さい。 

 
 過電流保護回路が動作した場合 

  本装置は，過電流保護回路が動作すると出力を停止させるようになっております． 

  過電流保護回路が動作すると高圧出力ランプが消灯し，出力が停止します． 

  再度出力を行う場合は，高圧出力スイッチをＯＦＦにし，再び“ＯＮ”にすると出力します．
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外形図 


